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 TRANSFORMATION 施策体系

施策の見方

基本方向01 安心・安全でいきいきとした
 暮らしづくり

基本方向02 子どもを育む環境づくり

基本方向03 まちを支える人づくり

基本方向04 まちのにぎわい・活力づくり

基本方向05 まちの快適・うるおい空間づくり

構想の実現に向けて
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施策体系

基本方向 基本政策 施策

第３次基本計画では、基本構想に定める
５つの基本方向等に基づき、全48施策に取り組みます。

保健・医療の充実01
安心・安全でいきいきと
した暮らしづくり01

社会福祉の充実02

防災・消防体制の充実03

生活安全の充実04

保健の充実01

医療の充実02

地域福祉の推進03

高齢者支援の充実04

障がい者支援の充実05

災害に強いまちづくりの
推進06

消防・救急救助体制の
充実07

防犯体制の充実08

交通安全対策の充実09

消費者支援の充実10

社会教育の充実14まちを支える人づくり03 社会教育の推進01

スポーツ・レクリエーショ
ンの振興02

市民文化の充実03

人権擁護・男女共同参画
の推進04

スポーツ・レクリエーショ
ンの振興15

市民文化の充実16

人権擁護の推進17

男女共同参画の推進18

子育て支援の充実11子どもを育む環境づくり02 子育て支援の充実01

学校教育の充実02

青少年の健全育成03

学校教育の充実12

青少年の健全育成13

基本方向 基本政策 施策

市民参加の推進41
市民参加の推進・情報
発信力の強化01

協働の推進02

質の高い行財政運営の
推進03

広域行政の推進04

ICT活用の推進05

構想の実現に向けて
魅力発信力の強化42

移住・定住の推進43

オーガニックなまちづくり
の推進44

協働によるまちづくりの
推進45

質の高い行財政運営の
推進46

広域行政の推進47

DX推進に向けたICT活用48

まちのにぎわい・活力づ
くり04

企業誘致の推進01 企業誘致の推進19

農業の振興20

産業の振興02

林業の振興21

水産業の振興22

商工業の振興23

勤労者支援の充実24

観光の振興25観光の振興03

広域交流の推進26広域交流・国際交流の
推進04

国際交流の推進27

土地利用の適正化28土地利用の適正化01

都市環境の充実02

交通環境の充実03

生活環境の充実04

自然環境の保護・環境の
保全05

まちの快適・うるおい空
間づくり05

市街地整備の充実29

公園・緑地の充実30

住環境の整備31

良好な景観形成の推進32

交通体系の充実33

資源循環の推進37

港湾機能の充実34

生活衛生の向上38

上水道の充実35

地球温暖化対策の推進39

下水道等の整備36

環境の保全40

4342

第
２
章



オーガニックなまちづくりに向けた取組

78

80

82

84

86

R3R2R1H30H29

（歳）

…女性…男性

82.6
83.2 83.2 82.7

83.4

79.1 79.5 79.3 79.3 79.3

基本方向01 安心・安全でいきいきとした暮らしづくり － 基本政策01 保健・医療の充実

目標 ▶▶

DX
の視点

GX
の視点

生涯を通じて健康でいきいきと暮らせるまちをめざし、市民一人ひとりが主体
的に健康づくりに取り組む環境を整備します。

● 本市の生産年齢人口は減少傾向にあり、また、高齢化率は令和４年度（2022年度）が27.8％で、県平均
の27.5％を上回っています。

● 本市の死因の半数以上はがん、次いで心疾患、脳血管疾患などの「生活習慣病」が占めており、そのきっ
かけとなる肥満は若い世代から増加しています。

● 新型コロナウイルス感染症は、市民の健康や生活・社会環境に大きな影響を及ぼしました。

・ SNSを活用した情報発信の充実
・ らづFit・らづBodyの活用促進
・ 健診データを分析し、保健指導に活用

・ 歩くことによる効果の周知・啓発
・ 健康増進センターにおける再生可能エネルギー
の導入、省エネルギー化

【健康寿命（平均自立期間）】

出所：国保データベースシステム

SDGsへの貢献

● 子どもの頃からの健康な体づくりと将来の生活習慣病予防のため、基本的な生活習慣の確立ができるよう
正しい知識の普及啓発を推進します。

● がんの早期発見や生活習慣病の発症・重症化予防等のため、各種検（健）診の受診率向上や保健指導の
充実を図ります。

● 高齢者の生活習慣病の重症化予防やフレイル予防に向けた保健事業を実施します。
● 生活習慣病の発症にもつながる可能性のある歯科疾患の予防のため、ライフステージに応じた歯科保健事
業を推進します。

● 関係機関との連携を図り、予防接種による感染拡大防止など感染症対策に係る体制を構築します。
● 健康増進センター「いきいき館」の修繕など、必要な対策に取り組みます。

課題解決に向けた方向性

現 状

● 超高齢社会の到来により、高齢者の健康維持、医療費の抑制は喫緊の課題です。
● 健康寿命の延伸、健康格差の縮小を図るため、ライフステージごとの特性・課題を把握し、健康無関心
層も含めた健康づくりに向け、生活習慣の形成に取り組む必要があります。

● 市民の感染症予防のため、日頃からの健康増進、感染症やワクチンに関する知識の普及啓発、各種ワク
チン接種率の向上や、新たな感染症発生時に迅速に対応できる体制の構築が必要です。

● 市民が健康増進センター「いきいき館」を安全に利用できるよう、計画的な修繕が必要です。

課 題

自立

共生

循環

現状値指標 目標（令和８年度） 備考

・ あらゆる場面で健康のための意識啓発を行います。 
・ 保健指導や相談、情報提供に取り組みます。

・ がん検診や特定健康診査など各種検（健）診を積極的に受けます。
・ 健康を意識して、自発的に健康づくりに取り組みます。

健康寿命
男性79.3歳
女性83.4歳
（令和３年）

男性79.9歳
女性84.1歳

生活習慣病の発症・重症
化予防により、平均自立
期間（要介護２以上）の延
伸をめざす。

特定健康診査受診率 42.9％
（令和３年度）

47％
各種普及啓発活動により、
国民健康保険被保険者
（40歳から74歳）の受診
率向上をめざす。

▶▶ 妊婦や幼少期における基本的な生活習慣の確立に向け、「早寝早起き朝ごはん」の普及啓発を推進します。
▶▶ 健康アプリ「らづFit」や体組成計「らづBody」の活用等により、体重管理や食事、運動、睡眠、休養など、
健康を自己管理できる環境づくりを推進します。

▶▶ がんの早期発見・治療のため、がんに関する知識の普及啓発やがん検診受診率向上に取り組みます。
▶▶ 高齢者の生活習慣病の重症化予防やフレイル予防のため、栄養、口腔、服薬管理等を支援します。
▶▶ フッ化物洗口実施校数拡大のための体制構築や歯科健診の受診率向上に取り組みます。
▶▶ 感染症やワクチンに関する知識の普及啓発、各種広報による予防接種率の向上、新たな感染症への対応
を迅速に行います。また、平時から医師会や関係機関と情報共有を図り、感染症発症時に速やかに対応
できる体制を構築します。

▶▶ 心の健康や自殺対策に関する正しい知識の普及啓発に取り組みます。

01-1｜健康づくりの推進 【健康推進課・福祉相談課】

▶▶ 市民の健康情報や支援内容等のデータを管理・分析し、健康リスクの高い市民へ必要な情報を提供し、
支援に結びつけます。

▶▶ 市民のライフステージにおける切れ目のない健康支援ができるように、健康教育・相談支援等の保健事業
の充実に取り組みます。

▶▶ 健康増進センター「いきいき館」の適切な管理を行い、市民が安全に利用できる環境を整えます。

01-2｜健康支援体制の充実 【健康推進課】

▶▶ 各種検（健）診の予約、遠隔保健指導、健康アプリ等のICTを活用して、市民の利便性向上に取り組みます。
▶▶ 各種検（健）診結果及び医療データをもとに、受診者の健康状態の階層化を行い、個別性の高い保健指
導を実施します。

▶▶ 保健、医療、介護に関するデータを分析し、医師会、歯科医師会、薬剤師会と連携して市民の健康課題
への対応に取り組みます。

01-3｜生活習慣病の発症・重症化予防 【保険年金課・健康推進課】

健康きさらづ21／木更津市食育推進計画／木更津市国民健康保険保健事業計画（データヘルス計画）／木更津市自殺対策計画
木更津市新型インフルエンザ等対策行動計画／木更津市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画／木更津市ＤＸ推進計画

関連する個別計画

主な取組

市の取組

市民等の取組
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オーガニックなまちづくりに向けた取組

78

80

82

84

86

R3R2R1H30H29

（歳）

…女性…男性

82.6
83.2 83.2 82.7

83.4

79.1 79.5 79.3 79.3 79.3

基本方向01 安心・安全でいきいきとした暮らしづくり － 基本政策01 保健・医療の充実

目標 ▶▶

DX
の視点

GX
の視点

生涯を通じて健康でいきいきと暮らせるまちをめざし、市民一人ひとりが主体
的に健康づくりに取り組む環境を整備します。

● 本市の生産年齢人口は減少傾向にあり、また、高齢化率は令和４年度（2022年度）が27.8％で、県平均
の27.5％を上回っています。

● 本市の死因の半数以上はがん、次いで心疾患、脳血管疾患などの「生活習慣病」が占めており、そのきっ
かけとなる肥満は若い世代から増加しています。

● 新型コロナウイルス感染症は、市民の健康や生活・社会環境に大きな影響を及ぼしました。

・ SNSを活用した情報発信の充実
・ らづFit・らづBodyの活用促進
・ 健診データを分析し、保健指導に活用

・ 歩くことによる効果の周知・啓発
・ 健康増進センターにおける再生可能エネルギー
の導入、省エネルギー化

【健康寿命（平均自立期間）】

出所：国保データベースシステム

SDGsへの貢献

● 子どもの頃からの健康な体づくりと将来の生活習慣病予防のため、基本的な生活習慣の確立ができるよう
正しい知識の普及啓発を推進します。

● がんの早期発見や生活習慣病の発症・重症化予防等のため、各種検（健）診の受診率向上や保健指導の
充実を図ります。

● 高齢者の生活習慣病の重症化予防やフレイル予防に向けた保健事業を実施します。
● 生活習慣病の発症にもつながる可能性のある歯科疾患の予防のため、ライフステージに応じた歯科保健事
業を推進します。

● 関係機関との連携を図り、予防接種による感染拡大防止など感染症対策に係る体制を構築します。
● 健康増進センター「いきいき館」の修繕など、必要な対策に取り組みます。

課題解決に向けた方向性

現 状

● 超高齢社会の到来により、高齢者の健康維持、医療費の抑制は喫緊の課題です。
● 健康寿命の延伸、健康格差の縮小を図るため、ライフステージごとの特性・課題を把握し、健康無関心
層も含めた健康づくりに向け、生活習慣の形成に取り組む必要があります。

● 市民の感染症予防のため、日頃からの健康増進、感染症やワクチンに関する知識の普及啓発、各種ワク
チン接種率の向上や、新たな感染症発生時に迅速に対応できる体制の構築が必要です。

● 市民が健康増進センター「いきいき館」を安全に利用できるよう、計画的な修繕が必要です。

課 題

自立

共生

循環

現状値指標 目標（令和８年度） 備考

・ あらゆる場面で健康のための意識啓発を行います。 
・ 保健指導や相談、情報提供に取り組みます。

・ がん検診や特定健康診査など各種検（健）診を積極的に受けます。
・ 健康を意識して、自発的に健康づくりに取り組みます。

健康寿命
男性79.3歳
女性83.4歳
（令和３年）

男性79.9歳
女性84.1歳

生活習慣病の発症・重症
化予防により、平均自立
期間（要介護２以上）の延
伸をめざす。

特定健康診査受診率 42.9％
（令和３年度）

47％
各種普及啓発活動により、
国民健康保険被保険者
（40歳から74歳）の受診
率向上をめざす。

▶▶ 妊婦や幼少期における基本的な生活習慣の確立に向け、「早寝早起き朝ごはん」の普及啓発を推進します。
▶▶ 健康アプリ「らづFit」や体組成計「らづBody」の活用等により、体重管理や食事、運動、睡眠、休養など、
健康を自己管理できる環境づくりを推進します。

▶▶ がんの早期発見・治療のため、がんに関する知識の普及啓発やがん検診受診率向上に取り組みます。
▶▶ 高齢者の生活習慣病の重症化予防やフレイル予防のため、栄養、口腔、服薬管理等を支援します。
▶▶ フッ化物洗口実施校数拡大のための体制構築や歯科健診の受診率向上に取り組みます。
▶▶ 感染症やワクチンに関する知識の普及啓発、各種広報による予防接種率の向上、新たな感染症への対応
を迅速に行います。また、平時から医師会や関係機関と情報共有を図り、感染症発症時に速やかに対応
できる体制を構築します。

▶▶ 心の健康や自殺対策に関する正しい知識の普及啓発に取り組みます。

01-1｜健康づくりの推進 【健康推進課・福祉相談課】

▶▶ 市民の健康情報や支援内容等のデータを管理・分析し、健康リスクの高い市民へ必要な情報を提供し、
支援に結びつけます。

▶▶ 市民のライフステージにおける切れ目のない健康支援ができるように、健康教育・相談支援等の保健事業
の充実に取り組みます。

▶▶ 健康増進センター「いきいき館」の適切な管理を行い、市民が安全に利用できる環境を整えます。

01-2｜健康支援体制の充実 【健康推進課】

▶▶ 各種検（健）診の予約、遠隔保健指導、健康アプリ等のICTを活用して、市民の利便性向上に取り組みます。
▶▶ 各種検（健）診結果及び医療データをもとに、受診者の健康状態の階層化を行い、個別性の高い保健指
導を実施します。

▶▶ 保健、医療、介護に関するデータを分析し、医師会、歯科医師会、薬剤師会と連携して市民の健康課題
への対応に取り組みます。

01-3｜生活習慣病の発症・重症化予防 【保険年金課・健康推進課】

健康きさらづ21／木更津市食育推進計画／木更津市国民健康保険保健事業計画（データヘルス計画）／木更津市自殺対策計画
木更津市新型インフルエンザ等対策行動計画／木更津市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画／木更津市ＤＸ推進計画

関連する個別計画

主な取組

市の取組

市民等の取組
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基本方向及び基本政
策における位置づけ
と、施策の名称

目標
計画期間における
施策の目標

現状
「目標」の実現に向
け、これまでの取
組や成果等を踏ま
えた施策の現状

課題
現状を踏まえた、
優先的に解決すべ
き主要課題

主な取組
施策配下に位置づ
けられた主な取組
（括弧内は担当
課名）

指標
施策目標の実現
に向けた具体的
な指標
「現状値」の記載に
ついて

→当該年度の合計、
または年度末の値

→当該年間の合計
※暦年に◯月時点と
あるものはその年度に
おける当該時点の値、
または累計値

課題解決に
向けた方向性
現状と課題を踏まえ
た、計画期間にお
ける施策の方向性

DX・GXの視点
デジタル化やゼロ
カーボンの推進に向
けた取組の方向性

関連する
個別計画
施策に関連する主
な個別計画

SDGｓへの貢献
施策に関連性の高い
SDGｓのゴール

オーガニックなまちづくりに向けた取組
	 ・ 「オーガニック」の概念及び「オーガニックなまちづくり」
の基本理念と施策の関連性

	 ・ 施策実現に向けた市の取組と市民等の取組

施策の見方

「年度」の場合

「暦年」の場合
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